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The avIfauna in Sugadaira and vicinity 

菅平産の鳥類についてはこれまでに八木 (1939)，横沢，東京教育大学生態学研究室(1957)， 

六)11(1962)，六)11.小山(1964)宮下 (1964)，安藤(1967)などの報告や資料がある。ここ

ではこれらの報告と実験所所蔵の標本を基にし，筆者らの観察とその後の新記録種とを加え，

菅平付近の鳥棺についてまとめてみたし、。さらに，従来の報告の中で，分布上特に興味のある

種や問題のある種について，再検討すると共に，夏期に菅平高原生物実験所付近で普通にみら

れる鳥については学生実習用のテキストとしての役割をもたせる:意味で，やふ詳しい解説を加

えることにする O

なお，対象地域は菅平高原，根子岳，四阿山を中心とするが， リストには英国間了，長野市保

科の山内，須坂市イ[J1仁温泉および米子沢，群馬県吾妻郡嬬恋村の同部などで観察された種もふ

くめである O

本文に入るに先だち，種々御教示をいたどいた信州大学教育学部の羽間健三数段にj享くお礼

申し上げる O

菅平地域の植生

菅平は長野県小県郡の北東部に位盤し，四阿山 (2，333m)，根子岳 (2，195m)のIlli南斜面

の十の原と菅平盆地の総称である O この地域の植生は次のように大別できる。

1.草原一一回向山，根子岳の西南斜面(海抜1，300--1，600m)にみられる O この草原はシ

バとワラビを優占種とし，ワレモコウ，ススキ，マツムシソウなどの植物が混生しているO こ

の地域は古くから牧場として利用され，人為的な要素が加わって発達した草原で、あるO

2.湿原一一菅平盆地にみられ，ヨシやオオカサスゲが優占した湿原で，湿原の中または周

辺部にはハンノキ・ヤチダモを優占種とする林が形成されている O

3.亜高山林一一根子岳中腹にはダケカンバ， ミヤマハンノキ， ミネヤナギなどの広葉樹

林，根子岳， 1盟関山の山頂とその間の鞍部付近にはオオシラピソ，コメツガ，シラピソ， トウ

ヒなどの針葉樹林があるO

4.人為的植生一一湿原および海抜1400m位までの草原の一部は耕地として利用され，主に

キャベツ，レタス?白菜，馬鈴薯などが栽培されている O また大松山，太郎111一措および十の

原の一部はカラマツの植林地であり，菅平地域の森林面積の大部分を占めている O

5. その他一一大洞)11に流れ込む唐沢，大明神沢， 中ノ沢および滝ノ入沢などの渓流沿い

には，シラカパ，カラマツ，ヤハズハンノキ，ヤマハンノキy コナラ，ウリハダカエデなどの

林がみられ，草原の中で地下水の高い場所ではオオバボダイジュ， ミズナラ，ハンノキ，ズミ

などの林，またはノイバラ，ノリウツギ，ヒョウタンボクなどの催木がやぶを形成しているO

※ 東京教育大学理学部l叶属菅平高原生物実験所業績 第20号
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菅平付近の鳥ネ

以下， リストの11鼠序に従い分布上興味ある種，問題のある程，新記録種および菅平高原生物

実験所付近で，夏季普通にみられる種について，簡単な解説を加えるO

ト Ciconiiformes

1. Ardeidae 

コウノトり自

サギ科

1. lxobrychus sinensis ヨシゴイ

2. 1. eurhythmus オオヨシゴイ

3. Gorsαhius goisagi ミゾゴイ

4. N ycticorax nycticorax ゴイサギ

5. Egretta ηtermedia チコーウサギ

6. E. gα1'zetta コ斗Ij-=t" 

7. Ardea cinereα アオサギ

n. Anseriformes ガγカモ自

2. Anatidae ガンカモ科

8. Aix gαlericulata 

9. Anasρlatyrhyncha 

オシドリ

マガモ

10. A creccα コガモ

11. A. lormosα トモエガモ

12. Aythyαmarila スズプfモ

m. Falconifonnes ワシタカ目

3. Accipitridae ワシタカ宇1

13. Milvus migrans トピ

14. Acciρiter gentilis オオタカ

15. A. virgatus ツミ

16. A nisus ハイタカ

17. Buteo buteo ノスリ

18. Aquila chrysaetos イヌワシ

4. Fa1conidae ハヤブサ科

19. Falcoρeregrinus ハヤブサ

20. F. subbuteo チゴハヤブサ

21. F. tinnunculus チョウゲンポウ

N. Galliformes キジ目

5. Phasianidae キジ科

22. Coturnix coturnix ウズラ

23. Bambusicola thoracica コジュケイ

24. Phasiαηus soemmerringiiヤマドリ

25. P. colchicus キジ

V. Gru i formes ツノレ自

6. Rallidae クイナ科

26. Rallusαquaticus フユクイナ

27. Porzana lusca ヒクイナ

VI. Charadriiformes チドリ目

7. Charadriidae チドリ科

28. Vanellus vanellus タゲリ

8. Scolopacidae シギ科

29. Tringa incana キアシシギ

30. T. hyρoleucos イソシギ

31. N umeniusαrquata 夕、、イシャクシギ

32. N.ρhaeoρus チュウシャクシギ

33. Scolotaエrusticola ヤマシギ

34. Gallinago gαllinαgo タシギ‘

35. G hardwickii オオジシギ

36. G. solitaria 

9. Phalaropodidae 

37. Phalaro)うuslobatus 

アカエリヒレアシシギ

アオシギ

ヒレアシシギ科

VlI. Columbiformes ハト目

10. Columbidae ハト科

38. Sρhenurus sieboldii アオノミト

39. Strejうtoρeliαorieηtalis キジノミト

噛. Cuculiformes ホトトギス自
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41. C. canorus カッコウ

42. C. saturatus ツツドリ

43. C.ρolioce)うhalus ホトトギス

IX. Strigiformes フクロウ白

12. Strigidae フクロウ科

44. Asio otus トラフズク

45. Otus SC01うS コノハズク

46. O. asio 

47. Ninox scutulata 

48. Strix uralensis 

オオコノハズク

アオパズク

フクロウ

X. Caprimulgiformes ヨタカ呂

13. Caprimulgidae ヨタカ科

* 学名，種名〈標準和名〉は日本鳥類自録第5版編集委員会(1971)日本鳥類目録第5版編集中間報告，
鳥第20巻 89号 85"-'100によった
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49. Caρrimulgus indicus ヨタカ 75. Prunella collaris 
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アマツノくメ自

アマツバメ科

50. Chaetura caudαcuta ハリオアマツバメ

51. Aρusρacifl:cus アマツバメ

XII. Coraciiformes ブッポウソウ目

15. Alcedinidae カワセミ科

52. Hαlcyon coromandα アカ 1ンョウビン

53. Alcedo atthis カワセミ

54. Ceryle lugubris ヤマセミ

XIII. Piciformes キツツキ呂

16. Picidae キツツキ科

55. Picus aωokerα アオゲラ

56. Dendrocoρos mαjor アカゲラ

57. D. leucotos オオアカゲラ

58. D. kizuki コゲラ

XIV. Passeriformes スズメ自

17. Alaudidae ヒバリ科

59. Alaudααrvensis ヒパリ

18. Hirundinidae 

60. Hirundo rustica 

ツノミメ科

ツノ、メ

61. Delichon urbica イワツバメ

19. Motacillidae セキレイ手斗

62. M otacilla cinerea キセキレイ

63.λ;J. graηdis セダロセキレイ

64. Anthus hodgsoni ピンズ‘イ

65. A. s)うinoletta タヒパリ

20. Campephagidae サンショウクイ科

66. Pericrocotus roseus サンショウクイ

21. Pycnonotidae ヒヨドり科

67. Hypsiρetes amaurotis ヒヨドリ

22. Laniidae モズ科

68. Lanius tigrinus チゴモズ

69. L. buceρhαlus モズ

70. L cristαtus アカモズ、

23. Bombycillidae レンジャク科

71. Bombycillαgarrulus キレンジャク

72. B. jaρonica ヒレンジャク

24. Cinclidae カワガラス科

73. Cinclus pallasii カワガラス

25. Troglodytidae ミソサザイ科，

74. Troglodytes troglodytes ミソサザイ

26. Prunellidae イワヒノミリ科

イワヒノミリ

76. P rubida 

27. Muscicapidae 

77. Erithacus akahige 

78. E. calliote 

79. E. cyane 

80. E. cyαnurus 

カヤタグリ

ヒタキ料

コマドリ

ノゴマ

コノレリ

ノレリピタキ

81. Phoenic的'usauroreus ジョウピタキ

82. Sa:xicola torquata ノピタキ

83. Turdus sibin"cus 

84. T. dauma 

85. T cardis 

86. T. chrysolaω 

87. T.ραllidu.s 

88. T obscurus 

89. T. naumα1111-1: 

マミジロ

トラツグミ

クロツグミ

アカノ、ラ

シロハラ

マミチャジナイ

ツグミ

90. Cettia squameiceρs ヤプサメ

91. C diρhone ウグイス、

92. Locustella lanceolata マキノセンニュウ

ヲ3.Acroceρhalus b7:stn:giceρs コヨシキリ

94. A arundinαceus オオ沼、ンキリ

95. Phylloscotus borealis メペミソムシクイ

96. P. tenellites ェゾムシクイ

97. P. occiρitalis センダイムシクイ

98. Regulus regulus キクイタダキ

99. Cisticola juncidis セッカ

100. MuscicαJうanarcissina キピタキ

101. M. mugimαki ムギマキ

102. M. cyanomelanα 

103. M. sibirica 

104. M. latirostris 

オオノレリ

サメピタキ

コサメピタキ

105. Terρsiρhone atrocaudαta 

サンコウチョウ

28. Paridae シジュウカラ科

106. Parus montanus コガラ

107. P αter ヒガラ

108. P. varius ヤマガラ

109. P. mαjor シジュウカラ

110. Aegithalos caudαtus エナガ

29. Sittidae ゴジュウカラ科-

111. SittαeurOρaeα コvジュウカラ

30. Certhiidae キパシリ科

112. Certhiαfamiliaris キパシリ
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31. Zosteropidae メジロ科

113. ZosteroρsραJρebrosα メジロ

32. Emberizidae ホオジロ科

114. Emberiza cioides 

115. E. yessoensis 

116. E. fucatα 

117. E. rusticα 

118. E. elegans 

119. E.. sulρhuratα 

120. E. sρodocecρhαla 

121. E. variabilis 

ホオジロ

コジュリン

ホオアカ

カシラダカ

ミヤマホオジロ

ノジコ

アオジ

クロジ

33. Fringillidae アトリ科

122. Fringilla monti f ringillaアトリ

123. Leucosticte arctoa 

124. Carduelis sinicα 

125. C. sρinus 

126. C. flammea 

127. Carρodacus roseus 

スズカポモ

ハギマシコ

カワラヒワ

マヒワ
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132. Cocccothraustes coccothraustesシメ

34. Ploceidae ハタオリドリ科，

133. Passer rutilans ニュウナイスズメ

134. P. montanus スズメ

35. Sturnidae ムクドリ科

135. Sturnus sturninus コムクドリ

136. S. cineraceus ムクドリ

36. Corvidae カラス科

137. Garrulus glandarius カケス

138. Cyanoρica cyana オナガ

139. Nucifraga caryocatactes ホシガラス

140. Corvus corone 

141. C macrorhynchos 

ハシポソガラス

ハシブトガラス

コジュケイ

海'1¥む類にj渇し，入江，海岸の浅瀬， fiiJ口，広い 新記録種。 1969年2月，石舟で捕獲された。

淡水神!などに冬期多数渡米する中型種であるが， キジ 全長会810ミリ♀580ミリ

八木(1939)，六JII，小山(1964)には冬鳥とし 8は全体が金属光沢のある総色で，尾が長い。

て報告されている。[@(は皮j習が襟/:Hして赤く，後頭に短い冠毛があ

トピ全長600ミリ る。尾は紫味を帯びた灰褐邑で，黒斑があるo ~ 

全身Il音褐色をした日本で最も普通にみられるタ は8より尾が短く，全身茶褐色地にIl音褐色の縦斑

カ類。毘が長く，叉状をしている。飛均時には叉状 がある。草原や江東林にすみ，密な森林には入らな

のjをと翼下記の先端にある白色が識5JIJ点である。 い。8はケンケーンと鳴く。ヤマドリとの区別は，

輸を掠j¥..、てi抗践していることが多く，ピーヒョロ 8も♀も全身赤掲色であり，ヤマドリ 8は尾が非

ヒョロヒョロという鳴き声が特徴。森林よりも関 常に長く，冠羽がないこと， ~はキジの 9 に似る

けた場所に多く，海岸や河口でよくみられる。 が赤i床がiJ虫く，自の周囲に赤色部があることなど

ツミ である。またヤマドリは山地の傾斜地の森林にす

小型のタカで，日本からは1954年富士山麓，1968 み，キジとは明らかに生息環境が異なっている。

年四国の石鎚111で繁殖記録がある。菅平では1939 キアシシギ

年7月に大松山での繁描記録があり，幼鳥の標本 1965年 5月，大問責Hこおし、て本種らしいシギが

が教育大学高原生物実験所に所蔵されている。 記録されたが確菅直はない。本種は旅烏として干

チコシ、ヤプサ 潟，河原，水田などに普通のシギである。

ユーラシア大陸に広く分布しているが，日本に 夕、、イシャクシギ

は変烏として北海道に渡来し，繁殖する。本;1-1-1以 チュウシャクシギ

南においては，冬烏であるが数は少なし、。六JII， 2種とも六JII，小山(1964)に旅鳥として報告

小山(1964)には諜烏として報告されている。本 されているが，主に広い干潟や河口にみられるシ

ナ11以南での繁殖記隷は1955年岩手県で確認された ギである。

1例にすぎなし、。 アカエリヒレアシシギ



1972 斉藤・安藤:菅平付近の鳥程 23 

本語は海上で生活するシギであるが，渡りの擦

には海岸の干潟や内廷の池沼にも渡来することが

ある。 1966年8月，神科で記録されている。

キジパト 全長330ミリ

全身灰鴇色，腹麗はやや淡く，ぶどう色を帯び

る。頚側;こは灰青色と黒色の謹があり，雨獲の:r:J

綾が茶色をしている。尾端は灰白邑。羽ばたきは

非常に課長日的で，直銭的に飛ぶ。平地や山地の林

lこすみ，農耕地や草地の地上で採観する。デデッ

ポッポー，デデッポッポーと低い芦でくり返し鳴

く。

カッコウ 全長320ミリ

背面は灰褐色で，翼が鴇色をしておっ，尾は長

く，黒い。頭部から胸にかけて灰色だが，躍は白

く，黒色の締く密な横議がある。飛んでいると小

型のタカ類に鉱ているが，頭部がほっそりしてい

ること，尾が長く，模状をしていることで区別で

きる。平地からLOOOm前後までの草原や疎林に

すみ，カッコウ，カッコウと鳴く。ホオジロ，モ

ズ，オオヨシキリなどの巣に托卵するが，実験所

構内ではアカモズに托卵することが多い。 1962年

から1965年までの初認自は，それぞれ5月16B，

5月15日) 5月16B，5月17日であった。

ホトトギス 全長275ミリ

形態，色彩ともカッコウによく似ているが小型

である。腹部の横縞はカッコウに比べて太くてあ

らい。低地から亜高山帯の森林にすみ， rテッベ
ンカケタカjとか「特許許可局」などとききなさ

れる鋭い声でなく。ウグイス， ミソサザイの巣に

托卵する。

トラフズ、ク

新記録種。 1964年，菅平で記録された。

ヨタカ 全長290ミリ

全体黒褐色。頭部が大きく， I持は扇平で巾広

い。喉には大きな白斑があり， oは翼と尾にも白

斑がある。夜行性で，昼間は木の枝などに平行に

伏せて止まっていて自立たなし、。草原や林縁，疎

林にすみ，宵のうちとあけE方にキョ，キョ，キ

ョ，と続けて鳴く。

アマツパメ 全長195ミリ

背面は黒掲色で，上尾簡が白い。腹面は喉が白

く，胸以下は暗褐色地に白斑がある。飛均時には

翼が細長く，鎌形にみえ，尾は燕尾だが，あまり

関かず長結くみえる。高山や海岸の岩壁のある場

所にすむ。革路iおから高!却こすむハリオアマツバ

メはアマツバメに似ているが，患が短く，角尾

で，額， p民下尾務が白い。飛ぶと尾端が四角に

みえ，翼の巾もアマツバメよりも広い。飛んでい

るところを上からみると，背中の灰色部と翼の{本

側の自護がみえること，下からみた場合には犠と

下尾鰭が白いことによりアマツバメと区別でき
、ず。。
アオゲラ 全長290ミリ

背面は緑邑，腹面が灰縁色をしており，腹部に

注黒色の斑がある。 5は頭部が赤く，♀ v'J:後頭部

のみ赤い。 8♀とも顎線が亦で，すぐ下が;蒸し、。

山地の広菜ー縄林や針広混交林にすみ，ピ gーピ詔

ーと大戸で鳴く。

アカゲラ 全長235ミリ

熱，白，i赤のキツツキ。頭からj宅までの'(，宇宙は

黒く，背中に一対の逆八字型をした白斑がある。

翼は黒く，白色の横織がある。額，顔， p侯，胸は

白く， 1髭以下は鮮紅色をしている。顎線は黒色

で，顎{ilUにも泉'吊:がある。 δのみ後践が赤い。 IJI

地の落葉広葉樹林に多く，キ迫れど子 g ッと鋭い

戸で鳴く。

コゲラ 全長150ミリ

全身鴇色味の強し、小型のキツツ々。背と緊:vこは

白い横縞があり，喉が汚白色で腹面には褐色の縦

斑がある。山地の林にすみ，ギィーギィーと鳴

く。

ヒノミリ 全長170ミリ

背面は掲色地に黒斑があり， 1度面は淡く胸には

黒色の小縦斑が散在する。冠毛をもち，はっきり

した淡色の眉斑があり，頬は茶色。地上では二足

歩行し，飛び立つ時に尾羽の荷側の白色が目立

つ。ピノレルッ， ビ‘ルノレッとL、う地鳴きが特徴で，

さえずりは空中で行う。農耕地，草原，河原にす

む。

ツバメ 全長170ミリ

背面は光沢のある藍黒色，腹面が白く，額と喉

は栗色。胸には黒色の横帯がある。尾は長く，切

れ込みの深い燕尾。日本各地に普通にみられ，人

家の軒などに皿形の巣をつくる。

イワツバメ 全長145ミリ

ツパメに似るが，小型。背面は藍黒色で，上尾



24 菅平研報第5号 1972 

筒と腰が向く ，R~ï面が白い。足は短く，燕足だが

切れ込みが浅い。飛;的1~I_lにジュリリ，ジュリリと

鳴く。 1111也や海岸のi折JJ:にすむが，人家や橋など

にも集団で営巣する。

キセキレイ 全長200ミリ

夏羽は背面石仮色で， JrJ1面が黄色。長い尾は尽

く，両外側の尾羽が白し、o Oはj吉斑と顎線が向

く， 1秩が熱いが， ~は顎線を欠き， 1秩が白い。)~

を上下にふって，水際や地上をチョコチョコと;!p

行する。飛加は波状で，チチッ，チチッと澄んだ

戸で鳴く。平地から高山市までの水辺にみられる

が， )11の中流域以上のI.W也の渓流に最も多い。

セグロセキレイ 全長210ミリ

頭部から背面が熊く，額とj雷斑が白色。 j度面は

胸が黒く， 1肢と)J旬以下が向い。 1，500111までの河

川や湖沼などの水辺にすむ。飛均は波状，ジジ

ッ，ジジッとキセキレイよりもにごった声で鳴

く。

ヒヨドリ 全長275ミリ

全体にほっそりした体つきにみえる鳥で，尾が

長く，角j毛。背面は灰補色をしているが，頭部は

iさiっぽくみえる。 j髭面は淡く，斑状。深く波状に

飛び，~が短く rll広い乙とと長い角j毛が特徴。ピ

ー，ピーまたはピーョ，ピーヨと1)高く。林にすむ

が，常総j広葉樹林に最も多い。

モズー 全長200ミリ

sは頭部が亦掲色で，白いj雷斑と太くて黒い過
眼線がある。背開は灰色，黒褐色の翼には白r;lが

ある。 j直面は11侯以下が白く， )協が淡い福色。~ v土

全体亦補色をしていて，過服部jlが茶色で，翼の白

斑を欠く。胸商には小さな波状の横縞がある。止

っている時には長い尾を上下左右に円を描くよう

にふる。キ fーキィーキィーキチキチキチと大声

で鳴く。耕地や草原に接した林縁や疎林にすみ，

密な森林には入らない。

アカモズ全長200ミリ

モズより尾が短く，全体赤褐色。 8はj度面が白

く，!I品が淡鴇色をしている。過i混線は8では黒い

が，号は黒福邑で， )協には波状の横縞がある。主

に高原の林縁や疎林にすむ。

カワガラス 全長220ミリ

全体!時議色.Aが短い鳥で，ずんぐりした体つ

きをしているら患はミソサザイのように立ててい

ることが多く，水の上を低く直線的に早く飛ぶ。

飛びながら，ビツ，ビツと鳴く。 IJJ地の渓流にす

み，歩きまわって岩の|百jから餌をとり，また水中

にもぐって水底を歩いて水生昆虫などをとる。

ミソサザイ 全長105ミリ
小さく，尾も短し、。メL¥'、体つきをした鳥で，尾

を立てていることが多し、。背面はこげ茶色をして

いて，はっきりした眉斑がある。腹部はやや淡

色。山地の渓流行まし、の林や岩のごろごろした林に

すみ，やぶの中を動きまわって餌をとる。チャ

ッ，チャッとi鳴き，大声で複雑なさえずりをす

る。

イワヒパリ 全長180ミリ

全体黒褐色。喉は灰色地に白色の横斑がある。

脇と!限は栗色で，翼には2条の白帯がある。ハイ

マツ帯より上部の岩場にすみ，森林には入らな

い。岩頭などでヒパリ~こ似たさえずりをする。

ノゴマ

1950年私に大洞で捕獲された記録がある。

ノピタキ全長130ミリ

3の夏羽は頭部から背にかけて黒色，里民側と上

j宅街が白く，黒い翼には白斑がある。腹面は胸と

j協が栗色をしているが， Jl室は白い。飛ぶと肢のi主

さと翼の逆八字型のi主j査が目立つ。 Qは背面褐色

で，腹部が淡黄色をしていて， )j旬はやや赤i床があ

る。高原にすみ，ジャツジャツという声と，ヒ，

ヒとし、う戸が地鳴き。低木や草の茎などに止ま

り，ジョッチッ，チチ，チユッチチとさえすJる。

シロハラ

新記録種。 1966年11月，大日向で弊死している

ものが発見された。

アカハラ 全長235ミリ

8は背面緑褐色で，頭部は黒っぽい。Jl菱商は胸

からj協にかけてきつね色，腹は白い。 9は頭部と

Jlhhが3よりも淡く， 11侯も白い。開けた明るい落葉

樹林や下生えの多いカラマツ林にすみ，地上で採

餌する。夕方と朝方にキョロン，キョロン，チー

と美しい声でさえずる。

ヤプサメ 全長105ミリ

小型で尾の短い鳥。背面は赤味のある暗褐色，

j援面は向い。黄掲色の眉斑と黒褐色の過眼線があ

る。1，500111ぐらいまでの斜面の林で，やぶのよ

く茂った場所にすみ，やぶの中を勤きまわってい
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て姿をみせない。結く虫のようなシシシシ・・ー・・と

し、う声でさえずる。

ずつをするが，ゆっくうしたテンポであり，必ず

ギギッとしづ札音が入る。

ウグイス 全長150ミリ サソコウチョウ 全長さ445ミリ ♀175ミリ

背面縁鴇色で，不明瞭な灰白色の屑斑がある。 冠;nをもった尾の長い鳥。 δは頭部から胞にか

腹面は汚白色，尾が長L、。平地から高山帯まで， けて紫黒色，背は赤議色をしている。腹面はi主

1~2mの密なやぶがあれば‘綜の内外を関わずみ く，濯が非常に長い。 Qは冠羽が短く，頭部と胸

られる。特にササ原や林内のササやぶに多い。や が蒋黒い。背面!主8よりも亦 i床が強く， J翠は短

ぶの中や低木の下校の関を，体を水平にして動き い。 o<;?とも白のj詩屈はコバルト色をしてし、る。

まわる。ホー，ホケキョとさえずり，笹鳴きとい よく茂った広葉樹林;こ多く，林の下校に止まって

われるチャッ，チャッという地鳴きがある。 ヒタキ型!の採餌をする。ツキ，ヒ，ホシ， ;-J，イホ

マキノセンニュウ イホイとさえずり，ギ，ギという地鳴きがある。

日本では北海道の東部と北部の海岸に近い草原 コガラ 全長125ミリ

に繁殖しているが，本州以南では主に旅烏であ 頭部と喉が黒く，背面は淡いj災犠色。頬と腹部

る。しかし， 1931年8月と 9月に富士山須走iコ二 は自邑をしている。落葉広葉樹林から亜~Ùj l.lF市の

合目付近の草原で巣卵が発見され，その後も尾瀬 針広混交林にすむ。さえずりはチーツーチーとい

沼などで夏季に番が観察されている。小林(1956) う澄んだ声でくり返す。地鳴きの中でT主ツツ，ジ

は菅平で繁殖しているらしいと述べ，六)11，小山 ャージャージャーが特徴。

(1964)は変鳥として報告しており，繁殖してい ヒガラ 全長110ミリ

る可能性がある。 頭部と日設が!~~く俣の黒色は左手iに広く張り/:1:\
オオヨシキリ 全長185ミり して頭部の黒色部につながっている。政上には綬

背面が淡褐色をしていて，不明瞭な黄白色のj習 い冠毛があり，娠は1:'::1色。?宇部はj氏!な色で，後矧

斑がある。)J友面は演出色。湿地や水辺のアシj京に の中央が向い。翼には2条の(1結があり， )J主i請は

すみ，アシの茎などrこ止まって，ギョウギョウ 白色。足がおーし、o ilE j\'6山11'Ïの針葉樹林や金W~混交

シ，ギョウギョウシ，ケケケケと大声でさえず 林;こすみ，ツピン，ツピン，ツピンと?なんだ声で

る。 早口にくり返してさえずるo

メポソムシクイ全長130ミリ ヤマガラ全長140ミリ

背面は黄色味を帯びた緑褐色で， Z15白色のj首斑 尾が短く，ずんぐりした体つきをしている。頭

がある。腹面は淡い黄白色。亜高山部;の針葉樹林 部と 1I侯が黒く，額と頗がクリーム色。後頭部にも

にすみ，ジュリジュリジュリジュリと四拍子の戸 細長いクリーム色の縦斑がある。背面は陪灰色，

でさえずる。 後!l1J~と腹屈が栗色。足は黒い。広葉樹林にすみ，

キピタキ全長135ミリ 特に常緑広葉樹林に多い。ツーツーピー，ツーツ

8は頭部，翼，尾が黒く，屑斑と腰が黄色をし ーピーとゆっくりした鼻声で‘さえずり，地鳴きも

ていて，翼には白斑がある。 i咲から胸にかけては ニーニーニーまたはビービーピーという鼻声であ

オレンヂ色で， )援は白い。♀は背面総褐色， )接が る。

黄緑色で， )j友面は汚白色である。広葉樹林に多 シジュウカラ 全長145ミリ

く，林内の枝に止まり，飛び出して昆虫を捕え再 頭部は黒く，如、が白い。背i認は灰青色で，後顕

び元の枝に戻る典型的なヒタキ型の採餌をする。 fmが緑色。 JJ主面は白く， 1咲からj援の中央部を 1条
オオノレソ全長165ミリ の黒帯が縦に走る。翼には l条のi封11があり， )を

8は背面が美しいノレリ色。 i秩から)!句にかけては 羽の両外側が自い。 i?t;葉広葉樹林に多く，広葉樹
黒色，腹面は白し、o <;?は背面n者緑褐色， (1侯と腹が があれば針葉樹林にもみられる。ツツピー，ツツ

出く，胸は淡褐色をしている。 111地の渓流沿し、の ピーとさえずり，地鳴きの'I::tではジ品クジ ι クジ

広葉樹林に多く， *1f:t頂や突出した枝に止まってさ ュクという戸が特徴。

えずったり，ヒタキ型の採餌をする。複雑なさえ エナガ 全長135ミリ
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尾が非常に長く，小さくメL¥'、体つきの鳥。顔は

l.jく ，J霞斑が黒い。背面は黒褐色とぶどう色のま

だらで， )盟国は白い。 3"-'401の広葉植jが多い林

にすむ。ジュリリリリまたはジュノレジュノレという

声が特徴である。

メジロ 全長115ミリ

j翠が短く太ってみえる小型の鳥。背面は黄緑色

で， I~ の周囲fが i当し、。 i秩と下尾簡は黄色をしてい

て，絢と!協はぶどう色である。広葉樹林にすみ，

特に常緑広葉樹林に多し、。チィ，チィーという地

鳴きがあり，キルノレノレという戸も1:1けー。

ホオジロ 全長165ミリ

全身亦補色。!咲が灰色で，足がJミく，飛ぶと尾

羽の両側の出色が目立つ。 8は顔が月三く，自邑の

招致Eと顎組員があるが， ♀では顔が淡褐色で，層J;'{l

どおi線は演出色である。草原やjヲj:j也の近くのやぶ

がある林縁や疎林vこすむ。 r一筆啓上仕り候Jと
ききなされるさえずりをし，チチッ，チチッと二

手f続けたJllll!鳥きがある。

コジュリン

1:1本，ウ λ リー，満州，議古}f訪日，仁1-=1J通北部に

分布する);!ミアジア特産の種。日本ではこれまでに

広士山麓， 111'エ|ごIrl~j，緩ヶ峰などの高原地帯で繁殖

が確認され，議近では茨域保箆ケ市iや千葉県佐j京

の{民地アシj41で多数繁殖しているのが発見され

た。六)11，小111(1964)は夏鳥として報告してい

るが，林に多い烏の1'1コに入れている。繁殖地での

鋭察記録や冬期の越冬地での観察から，いづれも

革151やプシj京でおそらく林には入らないだらう。

しかし，繁殖している可能性はある。

ホオアカ 全長160ミリ

ホオージロに訟でいるが， oは夏羽が背面褐色

で，頭上は灰褐色地に黒色の縦斑がある。:Ej:羽が

亦褐色をしており，顎線は黒い。腹顕は白色，胸

:こは黒色と赤鴇色との 2本の;Mfがある。 9は全体

淡色， Jl侮の黒子;?を欠く。革j京¥'こすみ，チョンピチ

とさえすJる。

/ジコ

本j‘l'I l~:t部に繁殖分布がi浪られている日本特産の

識でるり，主tこ林縁;こすむ。六)lJ，小山(1964)

として報告しており，繁殖の可能性がある

だろう。

カワラヒワ 全長135ミリ

全体濃い緑褐色で， oは顔が黒っぽL、。波状に

とび，飛距Il~fには翼と毘の両わきの黄色が自立

ち，足は叉状である。飛びながらキリキリ，コロ

コロとなき，樹頂なと、こ止ってキリキリコロコ

ロ，ビィーンとさえずる。農耕地，河原，マツ林

などにすむ。

ウソ 全長155ミリ

太くて短い!携をもち，太った体つきをしてい

る。 l民頭，翼，足は黒く，背が灰色で， )度と腰

は臼色。 8 は頬から胸にかけてパラ色だが~は

これを欠き，灰褐色である。飛ぶと翼の白帯と腰

のi主さが目立つ。ヒイ，フウ， ヒイ，フウと口笛

ににた声でJ!鳥く。亜高山帯の針葉樹林にすむ。

イノレカ 全長230ミリ

全体灰色。黒い頭と太く大きな黄色のi興が特徴

であり，翼と毘は事¥1色をしている O 波状に飛び，

翼に白斑ーができる。山地の林にすみ，キーコーキ

ーと澄んだ声でさえずる。キョツ，キョツという

j也鳴きがある。

、ンメ

北海道で繁殖するが，本州以南では主に冬鳥で

ある。本州以南では， 1950年に福島県， 1954年に

長野県から繁殖の記録があり，六)11，小山(1964)

は哀鳥として報告している。

ニュウナイスズメ

北海道，木升lr-Iコ部以北で繁殖している種であ

り，六)11，小山(1964)は漂鳥として報告してい

る。六JII(私信〉によれば西組のカラマツ林に定

着しているらしい。ただし，これまでの報告は広

葉樹林の樹絹に営巣していることから，今後の調

査が必要である。

ムクドリ 全長240ミリ

背面はn者稀色で，顔と腰が白い。 j度面は喉から

胸にかけて灰黒色，腹部以下は灰白色4である。噴

と脚の搭黄色が特徴。直線的に飛び，腰の白色と

短い尾，尾端の白帯が目立つ。農耕地や村落に多

く，地上で歩行しながら採餌する。 群れでみかけ

ることが多く， リャーリャーまたはキャラキャラ

とJ!島く。

カケス全長330ミリ

頭上は白色の地に黒色の縦斑があり，背面と腹

部はぶどう色。翼の雨奮は藍色と黒のまだらをし

ており，風切羽は白と黒。腰は白く，尾は黒い。
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飛び方はrtJ広い襲ーをゆっくつ動かし速度ーが遅 や疎林などの開けた場所にすみ，詳れて‘いること

い。飛ぶと翼Aの白と黒，腰の白さが目立つ。低山 が多L、。ギューイ，ギューイとにごった声でな

帯の森林にすみ，ジェーイ，ジェーイと;こごった く。

声でなく。 ホシガラス 全長345ミリ

オナガ全長365ミリ 全体暗褐色。該から背，路，践にかけて白色の

全体淡い灰祷色で，尾の長い鳥。頭部は黒く， 紫斑があっ，足の先端と下足誌が白い。IIli高山帯

尾が灰青色をしている。短く丸L、翼を早く羽ばた の針葉樹林にすみ，ガ&¥ガーとしゃがれた声で

いて飛び，模形の長い尾が特徴である。人家毘辺 なく。

菅平の鳥桔について

菅平の付近の鳥類について，六)11 .小山 (1964)が 131種を報告し，それ以後10種が新たに

記録されて，総種類は141種になった。これらの種は14El 36科83J誌にわたっており，、“地域と

しては種類数の豊富な烏相であるといえるだろう O

このうち，繁殖期の鳥の生活環境にょう，草原の烏(掠林および林縁部の烏を含める)と森

林の鳥に大方Ijできる O これらのこつのグループは菅平の植生の特徴をよく表わし，特に草原性

の鳥は菅平の鳥栢を特徴ずけている。これらの烏は，根子岳， I辺部11-江のP耳障斜面に広がる草

原，草原に濯木がまばら~こ生えたまiま林，および草原に隣接した林縁部を生活場所としている。

稿者ではノピタキ，ホオアカ， ヒパリすウズラ，キジなど， t走者ではホオジロ，アオジ，ピン

ズイ，アカモズ，アカハラ， ヨタカ，カッコウなどが代表的な稀であり，本汁li¥石原部の典型的

な鳥相といえよう O さらに本ナ1'1以南では繁磁地が局地的にしか知られていないマキノセンニュ

ウ，コジュリソ，ノジコがこれまでに報告されておう，これらの種の繁殖が確認できれ~f ，

平の鳥椙を特徴ずける種となろう O

森林性の鳥の種数は，これまでの報告によるとかなり多し、。しかし，個体数については，調

査をしていないので断定はできないが，筆者らの観察では，草原性の，Lbに比べると{!ei体数が少

ないように思われるO このことはおそらく菅平の森林面積の大部分がカラマツの人工林によっ

て占められ，天然林が少ないということと関連しているのであろう O 元来，カラマツ林を生活

環境とする種は非常に少なく，カラマツ林にみられる烏はカラマツそのものというより，林内

の中下層の植生に依存している場合が多い。従って，中下j膏木を欠くようなカラマツの純林に

は，森林性の鳥の種類数も個体数も少ない。

ところで，菅平の標高を考慮、に入れると，森林11の鳥の中でも低山帯上部から亜高山帯の種

を対象とする必要があるO これらの種としてはホシガラス，ウソ，ヒガラ，コガラ，サメピタ

キ，キビタキ，メボソムシクイ，キクイタダキなどがあげられるが，コガラ，キビタキを除い

た残りの種は針葉樹林性の種で，根子岳と四阿山の山頂を結ぶ地域のトウヒ，シラピソ，コメ

ツガなどの天然針葉樹林を中心にしてみられるO 一方，コガラやキビタキは広葉樹林性の種で

あり，これらの鳥が針葉樹林性の種に比べて少ないのは，天然広葉樹林，特に本州の低山帯上

部にみられるブナ帯が，現在菅平では，ほとんど見られないことに関連していよう O

以上，菅平の鳥相について，これまでの報告を基に述べてみたが，今後，マキノセンニユ

ウ，コジュリン，ノジコなどの繁殖確認の調査と共に，草原性，森林性の鳥についてもセンサ

スをまじえた調査を行ない，あらためて菅平の鳥相について考察をする必要があるO
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Summary 

l. This paper deals with the avifauna in Sugadaira and vicinity， Nagano Prefecture， 

central ]apan. 

2. There are four types of vegitation in Sugadaira and vicinity， viz. grasslands， 

marshes， forests and agricuItural areas. Most of the forest areas are larch plantations 

and natural forests are scarce. 

3. The total number of species in these regions is 141， of which 137 species have 

already been reported and 4 other species are recorded for the first time in this 

paper. 

4. The avifauna is composed of grassland and woodland birds. It is characterized by 

the grassland birds which are common in the highlands of central Honshu. Of the 

woodland birds， more species are found in the conifer forests than broad -leaves 

trees. 

5. Streaked grasshopper warbler(Locustella lanceolata)， ]apanese reed bunting (Emheriza 

yessoensis) and ]apanese yellow bunting (E. sulβ'hurata) have very localized breeding 

ranges in Honshu， but they have been reported in summer in Sugadaira. Their 

breeding in this region has not yet been confirmed， however， and requires further 

study. 

(斉藤隆史東京教育大学理学部動物学教室 ZoologicalInstitute， Tokyo Kyoiku 

University，安藤硲東京教育大学理学部開局菅平高原生物実験所 SugadairaBiolo-

gical Laboratory of Tokyo Kyoiku University) 

* t(土資料である
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